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地域医療構想専門部会                                                                

 
令和３年度開催状況 

   ３回開催 
 
第１回目 

 【日  時】  令和３年 ９月 ２日（木）書面開催 
 【場  所】   － 
  【出席委員】  － 
  【議 事】 

１ 地域医療構想の取組状況と今後の取組方針について 
   ２ 「重点支援地域」「地域医療連携推進法人」について 
 
【意 見】なし 

    
 
第２回目 

 【日  時】  令和３年１０月１４日（木） 
 【場  所】 檜山振興局４階講堂 
  【出席委員】出席者３８名 

（うち事務局７名、ＺＯＯＭ参加者９名） 
  【協議事項】 
  １ 「北海道医療計画南檜山地域推進方針」の見直しについて 
【報告事項】 

   １ 「重点支援区域」への技術的支援について(レセプトデータ分
析＆救急搬送分析) 

２ 各医療機関の地域医療構想への取組状況について 
３ 地域医療連携推進法人南檜山メディカルネットワークの取組 

状況について  ほか 
  【議 事】 
  １ 「北海道医療計画南檜山地域推進方針」の見直しについて 
   ２ 「重点支援区域」への技術的支援について(レセプトデータ分

析＆救急搬送分析) 
３ 各医療機関の地域医療構想への取組状況について   
４ 地域医療連携推進法人南檜山メディカルネットワークの取組 

状況について  ほか 
 
  【主な内容】  
 
  １ 「北海道医療計画南檜山地域推進方針」の見直しについて 
     ～見直し内容について、説明を実施。 



 
     今後開催される南檜山保健医療福祉圏域連携推進会議で決定

する旨を説明し、了承された。 
 
２ 「重点支援区域」への技術的支援について(レセプトデータ分

析＆救急搬送分析)  
～デロイトトーマツコンサルティング合同会社職員から「レ

セプトデータ分析＆救急搬送分析」の調査結果について説明し
、情報共有を図った。 

 
  ３ 各医療機関の地域医療構想への取組状況について 
    ～各医療機関から状況を説明し、情報共有を図った。  

 
４ 地域医療連携推進法人南檜山メディカルネットワークの取組状
況について 

    ～事務局（道立病院局）から状況を説明し、情報共有を図った 
 
第３回目 

 【日  時】  令和４年 ３月１７日（木）書面開催 
 【場  所】   － 
  【出席委員】  － 
  【議 事】 
                           

１ 地域医療構想の推進に関する意向調査について        
 
２ 国民健康保険等レセプトを用いた患者の受療動向等のデータ提
 供について                         
 
３ 「持続可能な地域医療提供体制を確保するための公立病院経営
 強化ガイドライン」の方向性について 
 
４ 地域医療構想シートの更新について 
 

【意 見】 
１ 意 見 数 1件 
２ 意 見 者 一般社団法人 函館薬剤師会  

 ３ 内  容  資料４（推進シート （３－②）ＩＣＴを活用した 
地域医療情報連携ネットワークの整備状況 
お薬手帳については、重複投与の防止、投薬内容から 

投薬禁忌薬の判断や緊急時や災害時での診療時の投薬 
に活用出来るなどのメリットがあり、医薬分業の観点 
から、使用が国から奨励されている。 
（診療報酬でも算定できるようになっている。） 
道立江差病院では、退院時情報をお薬手帳に貼付する 
等、他の医療機関へ受診しても、投薬を中心とした診療 
内容がわかるように努めている。 



 
各医療機関への要望として、「退院時情報」の貼付 
や院内で処方する場合に投薬内容を記載するよう 
お願いしたい。（調剤薬局では、処方した際に内容 
を記したシールが発行される）         
また、南檜山地域医療連携システムを活用して、 

投薬情報を各薬局で閲覧が可能なシステムの構築 
（根釧地区で実施）や患者さんのスマートフォン 
にアプリを入れてもらい、簡単に薬歴確認ができ 
るようなシステムの構築について、部会で考えて 
いただきたい 

 

３ 見 解 

  お薬手帳を取り巻く現状の具体的把握及び南檜山地域医療連 
携システムの活用について、実施可能かどうかを含めてシステ 
ム事務局（道立江差病院）を通じて情報収集に努める。 
 

                                                                                           

                                                                                                                   


